
金
滞
古
蹟
志
巻
十
八

世
に
は
迭
に
園
々
の
闘
鎗
絶
え
て
、
今
の
世
ま
で
其
の
名
の
残
れ
る

は
、
出
雲
さ
て
記
聞
な
ど
の
み
た
り
と
い
へ
り
。
平
・
次
按
宇
る
に
、

三
代
賢
鎌
倉
五
に
、
允
恭
天
皇
御
世
始
佳
品
讃
岐
園
浩
二
宮
そ
孝
徳
天

皇
世
周
遊
之
鋭
永
従
昌
停
止
-
云
々
。
怠
ど
見
b
た
れ
ど
、
続
日
本
記

に
、
大
賞
二
年
四
月
庚
成
.
詔
定
a
諸
国
図
鑑
之
氏
吋
其
名
具
品
闘
治
記
吋

と
い
ふ
と
と
を
戟
せ
ら
れ
た
れ
ば
、
大
貨
の
頃
は
倫
諸
国
民
周
遊
の

残
り
居
た
る
事
知
ら
れ
た
り
。
さ
て
濯
叙
令
集
解
に
、
古
記
云
。
園

鎗
者
一
因
之
内
長
。
遁
佳
品
於
国
司
吋
副
都
別
給
a
固
諮
問
コ
附
昌
以
任
意
補

充
-
耳
.
と
見
h
、
政
事
要
時
巻
五
十
三
に
載
せ
た
る
延
事
十
四
年
八

月
八
日
太
政
官
符
に
、
国
治
岡
阻
百
十
一
町
五
段
。
越
前
園
六
町
。
加

賀
園
十
一
町
@
能
登
園
六
町
.
越
中
園
十
二
町
云
々
。
右
得
=
厨
家
去
延

暦
十
二
年
八
月
十
三
日
解
-
備
。
案
=
式
保
吋
位
問
・
図
鑑
問
・
釆
女
同
・
脅

カ
婦
女
岡
・
脇
田
等
e

来
v
授
之
間
"
織
地
子
問
者

a

案
内
元
鹿
六
年
八

月
廿
五
日
下
=
民
部
省
-
符
備

e

大
納
言
以
止
井
諸
道
博
士
畿
外
元
職

岡
地
子
混
昌
合
正
稔
-
云
一
々
。
と
あ
り
て
、
延
菩
の
頃
ま
で
は
北
陸
道
の

緒
聞
に
も
国
々
に
図
鑑
居
た
り
し
と
聞
ゆ
。
三
代
賓
鎌
倉
廿
八
に
載

せ
た
る
在
原
行
平
卿
の
起
請
に
、
除
=
百
姓
口
分
問
弁
雑
職
問
等
-
之

外
。
死
者
口
分
井
疫
死
口
分
・
園
諮
問
等
一
百
飴
町
也
.
と
見
b
.
延

一
町
の
う
ち
を
、
五
反
づ
L
に
わ
り
て
門
を
立
て
し
か
ぽ
、
八
の
門

あ
り
し
た
り
。
そ
の
中
に
賎
が
家
を
つ
〈
る
と
あ
り
。
是
に
て
我
が

闘
い
に
し
へ
は
関
門
あ
り
し
と
と
知
る
べ
し
と
0

・
さ
れ
ば
是
園
府
惣

門
と
ひ
と
し
か
る
べ
し
。
政
事
要
時
巻
六
十
七
に
、
綿
一
x.
市
門
倉

庫
園
郡
厨
院
腐
家
等
類
不
v
稀
=
公
門
吋
但
園
都
鹿
院
者
是
露
=
公
門
言
。

と
あ
り
て
、
上
代
は
園
府
等
皆
惣
門
を
建
て
た
り
と
い
へ
れ
ば
、
後
世

諸
務
の
城
下
に
も
そ
の
名
残
に
て
、
惣
門
を
ぽ
入
口
に
建
つ
る
制
怠

り
し
か
ど
、
そ
の
し
る
し
に
松
の
木
を
植
ゑ
て
松
門
と
稽
し
、
披
下
の

惣
門
に
た
ぞ
ら
へ
た
る
に
て
も
あ
る
べ
し
。
但
し
此
の
金
津
怠
る
松

門
の
起
原
等
の
事
は
、
記
録
中
陀
所
見
な
し
。
明
治
慶
藩
置
膝
の
後

伐
木
し
て
今
は
絶
え
た
り
。

O
泉

村

此
の
村
落
は
、
金
津
通
り
筋
の
町
中
へ
出
で
た
る
村
家
・
な
り
し
か

ど
、
遁
々
灘
葺
の
家
を
ぽ
町
家
治
と
た
し
た
れ
ば
、
議
葺
の
村
家
は

年
を
逐
う
て
絶
ゆ
る
友
る
ぺ
し
。
此
の
泉
村
は
既
に
上
文
に
い
へ
る

如
〈
、
和
名
抄
に
載
せ
た
る
石
川
郡
井
手
の
古
郷
の
本
郷
に
て
、
往

古
は
此
の
地
濯
を
ぽ
泉
野
と
呼
び
て
瞭
野
た
り
し
を
、
中
古
よ
り
遁

L
K

・
開
墾
し
て
出
村
主
建

τ、
泉
野
・
増
泉
・
米
泉
・
西
泉
・
泉
野
出
村
な

金
滞
古
蹴
志
血
管
十
八

八

菩
主
税
式
に
、
凡
勘
a
租
帳
-
者
.
共
位
田
・
職
悶
・
園
浩
田
一
宮
々
一
等
未
v

授
之
間
"
及
遁
授
図
司
公
隣
同
云

ht
並
篤
=
織
地
子
四
プ
な
ど
あ
れ

ば
、
そ
の
か
み
共
の
国
々
に
於
て
、
闘
治
の
職
聞
に
宛
て
ら
れ
し
岡

地
を
ぽ
図
鑑
回
と
は
呼
ぴ
た
り
け
ん
。
倫
考
ふ
ぺ
し
。

門

跡

。
松

奮
務
中
は
上
口
・
下
回
の
町
端
に
松
門
と
て
、
往
来
道
筋
に
松
樹
一

株
を
植
ゑ
置
き
た
り
。
上
口
の
松
門
は
白
熱
新
町
回
遊
紳
祉
の
向
う
な

る
町
家
の
前
に
椋
ゑ
た
り
。
下
口
の
松
門
は
春
日
町
と
大
樋
町
と
の

地
境
に
植
ゑ
た
hv
。
十
二
冊
定
書
に
載
せ
た
る
金
滞
遇
町
筋
町
割
附

に
、
泉
新
町
松
の
木
よ
り
春
日
町
松
の
木
ま
で
の
間
数
を
載
せ
た
り
。

松
の
木
の
内
は
金
海
市
中
、
松
門
の
外
は
郡
地
に

τ町
地
に
非
ざ
る

故
・
な
り
と
聞
ゆ
。
是
に
依
っ
て
見
れ
ば
、
松
門
は
金
津
市
中
の
験
に

て
・
、
放
行
の
武
士
通
行
す
る
時
、
松
門
よ
り
内
は
供
連
の
行
列
を
立
て

た
り
。
叉
城
下
を
往
き
遜
ぐ
る
人
は
、
松
門
よ
り
末
は
行
粧
を
崩
し
放

行
す
る
例
と
注
し
た
り
。
是
等
に
て
見
れ
ば
、
松
門
は
城
下
の
入
口

・
な
る
惣
門
の
如
〈
、
松
門
の
名
に
擦
れ
ば
、
も
と
は
城
下
の
町
端
に

惣
門
あ
り
し
そ
の
遺
蹟
た
ら
ん
か
。
日
本
鍵
異
記
に
、
国
府
門
外
云

々
と
い
ふ
事
見
h
.
昆
陽
漫
鎌
に
、
世
俗
問
答
に
一
宮
ふ
。
む
か
し
は

ど
凡
八
ク
村
と
成
り
、
是
を
野
八
ク
と
呼
ぺ
り
。
泉
村
は
そ
の
本
郷

に
て
本
村
た
り
と
ぞ
。
加
賀
古
跡
考
に
も
、
泉
村
は
背
は
今
の
野
町

議
上
下
、
犀
川
の
西
甫
を
か
け
て
皆
泉
村
の
地
た
り
。
い
に
し
へ
洲

崎
泉
入
道
鹿
島
見
と
い
へ
る
一
授
大
将
の
一
族
、
多
く
此
の
漣
の
村
々

所
々
に
館
を
構
へ
て
居
住
せ
り
と
ぞ
。
そ
の
か
み
問
畠
・
民
屋
も
庭
々

も
散
在
し
て
あ
り
け
る
を
、
後
世
数
ヶ
村
に
わ
か
れ
て
、
今
に
増
泉
・

米
泉
た
ど
い
へ
る
邑
名
は
、
皆
此
の
泉
村
の
新
地
怠
る
べ
し
と
い
へ

り
。
年
代
摘
要
民
、
享
保
十
三
年
丸
月
泉
村
・
有
松
村
町
線
新
家
願
之

遇
建
。
と
見
b
た
れ
ば
.
此
の
頃
村
地

K
.
町
地
と
続
き
た
る
所
た

る
に
よ
り
、
町
家
を
建
築
せ
し
事
知
ら
れ
け
り
。

。
泉
四
郎
高
家
舘
跡

商
家
は
、
営
園
の
守
護
臓
富
樫
氏
の
一
族
危
り
。
隼
卑
分
除
大
系
聞

に
、
宮
樫
次
郎
家
遁
三
男
宮
樫
四
郎
家
経
‘
共
の
弟
四
郎
高
家
と
あ

り
。
按
守
る
に
‘
泉
四
郎
高
出
識
が
名
は
職
史
等
に
所
見
・
な
け
れ
ど
、

共
の
兄
家
経
は
源
平
盛
衰
記
傘
廿
八
に
、
加
賀
国
安
宅
合
職
の
時
、

宮
樫
女
郎
家
経
は
黒
縁
戚
の
鎧
に
鴇
毛
の
馬
に
乗
り
、
=
一
十
飴
騎
に

て
落
ち
け
り
と
見
b
.
大
日
本
史
に
、
蒋
永
二
年
五
月
二
日
乙
丑
。

奥
昌
源
義
仲
将
林
光
明
宮
擦
家
経
等
-
職
場
大
破
v
之
復
a
加
智
プ
と
あ
り
。

丸




